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松村護教授によって語講され，谷川久治教授に引き継
がれた密生学教室の伝統的研究課題は，細菌学に基礎を
量き，腸内菌叢の生理的意義に関するもので遣うった。田
波謂一郎教授に至 P，上記研究は無菌動物を用いたもの
へと発展したが，同教授は無菌動物の特徴を生かした研
究を指向し，公害研究特に水汚染，大気汚染の生体作用
に関する研究を推進した。しかし大気汚染を中心とした
公害研究は公衆衛生学教室の主な研究課題であ予，石川
清文は衛生学教室独自の捧制を作るべく企顕した。すな
わち，京葉工業地帯の中にある千葉県の現状をふまえ，
産業の場を中心とした労協衛生学を主捧とした研究へと
教室の読れを転換した。
衛生学法人間生活の営みの中での諸条件は，すべて環
境要因と理解しつつ，人と環謹との相互に関連し合って
いる姿を動的に把握することから始まる。そしてその中
で特に人の適志・耐性立どの効果，好ましくない効果を
健農との関連で譲察し対応して行くことが，寄生学の基
本的な方舟であろう。このような効果の現われ方には臨
床塁学的変化，生理生化学的機能の変化，行動・様態的
変化と極体による変千七，更には疫学的手法によって現わ
される変化などがあるであろう。そしてこれらの変化を
生体負担との関採でながめて行かなければならないであ
ろう。
したがって産業の場での労動衛生学では，生活レベル
に加重される労犠レベルを考えながら，産業の場を通じ
て人と接し，産業の場iこかかわる人々の纏康に関して，
諸々の科学が協調しながら実践して行くことが望まれる
であろう。これが sociobiologicalscienceといわれる労
働衛生学であるとの認識に立っている。
石川は昭和30年頃よ予今司に至るまで，最も普遍的に
発生している一酸化炭素 (CO)中毒に多大の奥味を持
ち， CO・百bの瀕定法とその応用，および COの生体
影響特にa漫性或は繰返し曝露による影響に関して，現場
調査と実験的研究とを行ってきた。幸いにして，平野英
男境教授は昭和40年頃より当教室の一員として， COの
生体への作用機序と COの運命に関する研究を行って
きていた。すなわち， COの Hbを介さえ主い直接作用
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に関する研究と土壌締菌を通じての環境中 COの摂敢
に関する研究である。 COに関して詰このような共通す
る化学物質を素材として，生体影響を適誌ないし耐性と
いう感受性の問題を解明する方向に向けることを教室の
基本課題とした。現在薬物代謝酵素誘導の面からと，環境
からのストレスという苗とから取り組み，梅田満津子助
手を中心にして実験を行っている。一方 Bacillussubtilis 
による環境中 COの摂取と援化に関しては，その様相
の解明から， COの結胞内退程への直接的作用の機構を
解明する手掛予を得るべく，小林茂樹助手を中心に研究
を進めている。
昭和46年12月に石川は当教室を主宰するように主った
が，その頃鉛公害問題が企業内問題誌はね返札教室が
その対応に関保するようになった。このことが人への鉛
曝露を評価する biologicalmonitoringとしての ALA
脱水酵素の有用性を実験的に検討するとともに，それを
産業現場の健康管理の実務に適用するという，研究と現
実とを密着させた仕事を開始する契機となったので、あ
る。現在 ALA脱水酵素に関して，平野助教授と大道
正義講師を中心に，赤血球の加齢iこ伴う変化，活十生イ直と
欝素量との関孫，諸撞活性化法の検討とその機講の解明
造血機能或は性差との関係などの基礎的研究を実施して
いる。そして得られた結果を産業現場の健康管理指針と
して実沼化するための努力が払われている。
このような教室と産業の揚との関係は，鉛問題に限らノ
ず，現実の職場内労畿儒生学的管理の実務的指導或は衛
生教育が，各教室員によって行われている。
教育の方針は研究の方針と全く胃じである。社会事象
の変千七・その多様化にtr;じ得る綜合的な知識を身につけ
ると同時にそれを実践することが必要であることに置い
ている。すなわち霞訴は常に臣を社会に向け，現実の姿
を認識し，人需生活の中に医の存在があることを露識す
ることが必要であり，その中で臨床という武器を持って
緯康の開題を考えて行くべきであることを，講義，実習
見学を通じて理解させることに置いている。
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